
平成 23 年度 83.2 10.6 0.21

（平成 22 年度） （80.7） （12.7） （0.22）

県市町村平均 88.1 15.7 0.24

経常収支比率 実質公債費比率
（３ヶ年平均）

財政力指数
（３ヶ年平均）

（単位：％）

3 月 31 日現在 平成 23 年 平成 24 年
人　口　　（人） 4,407 4,316
世　帯　（世帯） 2,046 2,045 国民健康保険事業 564,776 564,071

水道事業 166,208 147,134

下水道事業 267,058 264,715

介護保険事業 625,543 603,058

後期高齢者医療保険事業 72,053 72,012

地蔵財産区 370 174

歳　入会　計 歳　出

特別会計

財政 指数

参考 町民１人当り（一般会計）

１世帯当り（一般会計）

町　民　税 130,263 129,674 589 0.5
　　個　人 110,608 114,527 -3,919 -3.4
　　法　人 19,655 15,147 4,508 29.8
固定資産税 310,908 316,835 -5,927 -1.9
軽自動車税 13,080 13,136 -56 -0.4
町たばこ税 29,688 27,243 2,445 9.0
合　　計 483,939 486,888 -2,949 -0.6

区　分 決算額
（千円）

22 年度 対前年度比
金額（千円） 率（％）

特
別
会
計

財

政

用

語

解

説

町税 の内 訳

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に

関
す
る
法
律
と
は

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

483,939千円納税額

3,837,213千円歳出額

（単位：千円）納税額 112,127円
歳出額 889,067円

納税額 236,645円
歳出額 1,876,388円
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実
質
公
債
費
比
率 

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
地
方
債
発
行
の

指
標
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
「
起
債
制
限
比
率
」

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
よ
り
、

下
水
道
な
ど
公
営
企
業
債
の
返
済
に
充
て
ら

れ
た
繰
出
金
な
ど
も
債
務
と
し
て
算
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
比
率
が
18
%

以
上
に
な
る
と
、
地
方
債
の
発
行
は
協
議
制

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
許
可
制
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
起
債
制
限
比
率
と
同
じ
よ
う

に
数
値
に
よ
っ
て
起
債
の
許
可
に
制
限
が
あ

り
ま
し
て
、
比
率
が
25
%
を
超
え
る
と
、
原

則
と
し
て
一
般
単
独
事
業
債
を
許
可
し
な
い
、

ま
た
、
35
%
を
超
え
る
と
災
害
関
連
事
業
以

外
の
一
般
事
業
債
を
許
可
し
な
い
、
と
な
っ

経
常
収
支
比
率 

　

財
政
の
弾
力
性(

ゆ
と
り)

を
見
る
た
め
の

指
標
で
す
。

　

使
途
を
制
限
さ
れ
な
い
経
常
的
な
収
入(

地

方
税
、
普
通
交
付
税
等
の
毎
年
収
入
さ
れ
る

性
質
の
収
入
。)

に
対
す
る
経
常
的
な
支
出(

人

件
費
、
公
債
費
、
扶
助
費
等
の
毎
年
経
常
的

に
支
出
さ
れ
る
も
の
。)

の
割
合
が
低
い
ほ
ど
、

財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
示
し
、

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、い
わ
ば
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
な
い
財
政
構
造
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
、
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。

 

財
政
力
指
数 

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
に
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
表
す
指
標
で
す
。
財
政
力
指
数
が
高

い
ほ
ど
自
主
財
源(

地
方
公
共
団
体
が
自
ら

調
達
で
き
る
財
源)

の
割
合
が
高
く
、
財
政

力
が
強
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
1
を

超
え
る
と
、
普
通
交
付
税
の
交
付
を
受
け
ま

せ
ん
。
そ
の
反
面
、「
国
の
お
世
話
に
な
ら
な

く
て
も
自
前
で
や
っ
て
い
け
る
」
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
財
政
力
指
数
が
1
以
下

の
場
合
で
も
、
1
に
近
い
ほ
ど
交
付
税
の
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
自
前
の
財
源
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。
一
般
的

に
は
過
去
3
ヶ
年
の
平
均
値
を
用
い
ま
す
。

金
不
足
比
率
の
議
会
報
告
及
び
公
表
、
平
成

20
年
度
決
算
か
ら
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
国

の
定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
、
自
主
的
な
健

全
化
の
改
善
努
力
に
よ
る
早
期
健
全
化
団
体

に
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
国
等
の
関
与
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
財
政
再
生
団
体
と
な
り
様
々

な
厳
し
い
制
約
を
受
け
、
早
期
健
全
化
基
準

及
び
財
政
再
生
基
準
、
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化
計
画
等

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　

平
成
19
年
6
月
に
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律(

以
下
「
健

全
化
法
」
と
い
う
。)

が
制
定
さ
れ
、
地

方
自
治
体
の
破
綻
を
早
い
段
階
で
是
正
す

る
た
め
、
普
通
会
計
だ
け
で
は
な
く
、
特

別
会
計
等
の
経
営
状
況
も
含
め
、
平
成
19

年
度
決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

し
た
。 

　

ま
た
健
全
化
法
第
3
条
第
1
項
に
お
い
て
、

「
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
毎
年
度
、
健
全
化

判
断
比
率
等
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上

で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
法
第
22
条
第
1
項
に
お

い
て
は
、「
公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方
公
共

団
体
の
長
は
、
毎
年
度
、
資
金
不
足
比
率
等
を

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告

し
公
表
す
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

春風と いっしょに空を とびたいな　土佐市立高岡第一小学校　4年生　森澤 奈々
青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

ひまわりが はじけるような 花さかす　蕨市立南小学校　3年生　お田 さくら



健
全
化
判
断
比
率
及
び

　
　
　
　

資
金
不
足
比
率
の
概
要

土
佐
町
に
お
け
る
平
成
23
年
度

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率

健
全
化
法
第
3
条
第
1
項
に

　
　
　
　

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

健
全
化
法
第
22
条
第
1
項
に

　
　
　
　
　

基
づ
く
資
金
不
足
比
率 

財政の早期健全化
区分

①実質赤字
　比率  

②連結実質
　赤字比率 

⑤資金不足
　比率

③実質公債
　費比率  

④将来負担
　比率  

財政規模に応じ
11.25 ～ 15％ 

財政規模に応じ
16.25 ～ 20％ 

25％

350％

20％

20％

10.6％ 10.5％

（350.0％）（25.0％）（20.0％）（15.0％）

40％

35％ 

－

－ －

早期健全化基準
（市町村）  

財政再生基準
（市町村）  

財政の再生

●自主的な改善努力
による財政健全化

・財政健全化計画の策定
（議会の議決）、外部
　監査の要求の義務付け
・実施状況を毎年度議会に
報告し公表

・早期健全化が著しく困難
と認められるときは、総
務大臣又は知事が必要な
勧告

●国等の関与による確実な再生

・財政再生計画の策定（議会の議決）、外
部監査の要求の義務付け

・財政再生計画は、総務大臣に協議し、同
意を求めることができる（同意が無い場
合、災害復旧事業等を除き、地方債の起
債を制限され、同意があった場合収支不
足を振り替えるための地方債の起債が可
能（再生振替特例債））

・財政運営が計画に適合しないと認められ
る場合等においては予算の変更等を勧告

公営企業の経営の健全化

・経営健全化計画の策定（議会
の議決）

・外部監査の要求の義務付け

・実施状況を毎年度議会に報告
し公表等 

区分 経営健全化基準

実質赤字
比率  

連結実質
赤字比率

－

－

特別会計
の名称 

水道事業

下水道事業

資金不足
比率
（％）

実質公債費
比率

将来負担
比率

備考
（1）実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費

比率又は将来負担比率が算定されない場合は、「－」を記載。
（2）早期健全化基準を括弧内に記載。 

備考
（1）資金不足比率が算定されない場合は、
「－」を記載。 
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額
／
標
準
財
政
規
模

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字(

又
は

資
金
の
不
足
額)

の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率 

③
実
質
公
債
費
比
率(

3
ヵ
年
平
均) =(

地

方
債
の
元
利
償
還
金+

準
元
利
償
還

金) -(

特
定
財
源+

元
利
償
還
金
・
準
元

利
償
還
金
に
係
る
交
付
税
算
入
額)

／
標

準
財
政
規
模-(

元
利
償
還
金
・
準
元
利

償
還
金
に
係
る
交
付
税
算
入
額)

 　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
公
債
費
及
び

公
債
費
に
準
じ
た
経
費
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率 

④
将
来
負
担
比
率=

将
来
負
担
額(

地
方
債

現
在
高+

債
務
負
担
行
為
支
出
予
定
額

+

退
職
手
当
支
給
予
定
額+

地
方
公
社

及
び
損
失
補
償
し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー

等
の
負
債
見
込
額) -(

充
当
可
能
基
金
額

+

特
定
財
源
見
込
額+

地
方
債
現
在
高

等
に
係
る
交
付
税
算
入
見
込
額)

／
標
準

財
政
規
模-(

元
利
償
還
金
・
準
元
利
償

還
金
に
係
る
交
付
税
算
入
額)

 　

地
方
債
残
高
な
ど
一
般
会
計
等
が
将
来

負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率 

⑤
資
金
不
足
比
率=
資
金
の
不
足
額
／
事
業

の
規
模

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
比
率 

①
実
質
赤
字
比
率=

一
般
会
計
等
の
実
質

赤
字
額
／
標
準
財
政
規
模

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

　

(

標
準
財
政
規
模:

地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
標
準
的
な
収
入
額
を
示
す
数
値)

②
連
結
実
質
赤
字
比
率=

連
結
実
質
赤
字

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
第
3
条
第
1
項
及
び
第
22
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公

表
し
ま
す
。 

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

春風と いっしょに空を とびたいな　土佐市立高岡第一小学校　4年生　森澤 奈々
青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

虫たちが ひらくよ夏の コンサート　土佐市立高岡第一小学校　4年生　奥野 桜子



高知税務署 : 「e-Tax」を利用した感想をお聞かせください。

西村町長 : 申告書類の作成は案内サイトの手順に従うことで、比較的時間を掛けずに進めることができ、か

なり便利な仕組みであることに間違いありません。

町民の皆さんも「e-Tax」を利用した確定申告にぜひ挑戦してください。
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高知税務署からのお知らせ

おうちから申告・納税できちゃいます !

「e-Tax」とは、自宅や事務所などからインターネッ
トで申告・納税等ができる電子システムです。

「e-Tax」を利用した西村町長にインタビュー

申告と納税はお早めに

詳細は、国税庁ホームページへ www.nta.go.jp 国税庁 で 検 索

平成24年分の確定申告・納期限

　自動計算で便利な国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」

で申告書を作成し、作成したデータを「e-Tax」を利用して送信できます。

  (確定申告書作成コーナーは「確定申告特集ページ」からご覧ください。)

国税庁ホームページからe-Tax!

※なお、作成したデータをA4サイズの普通紙に印刷して郵送等で税務

署に提出することもできます。

◎最高3,000 円の税額控除 ( 平成19 年分から24 年分の間でいずれか1回 )

◎添付書類 ( 医療費の領収書や源泉徴収票等 )を提出省略

◎還付がスピーディー ( 約 3週間程度に短縮 )

◎確定申告期間中は24 時間いつでも利用可能 (メンテナンス時間を除く)

※ e-Taxを利用するには、電子証明書、ICカードリーダライタの準備が必要です。

所得税の確定申告での「e-Tax」のメリット

★詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。　www.e-tax.nta.go.jp   イータックス 検 索

確定
申告
書

地方税の「申告」に関する手続きはe
エルタックス

LTAXで !

eLTAX( 地方税ポータルシステム ) は地方税の電子申告システムです。

所 得 税・贈 与 税／3月15日 （金）
4月1日 （月）（個人事業者）

消費税・地方消費税／

納税は便利な口座振替をご利用ください ［振替日］

所 得 税 ／4月22日 （月）
4月24日 （水）（個人事業者）

消費税・地方消費税／

確
定申

告はお早目に！！確
定申

告はお早目に！！

eLTAX ホームページ

http://www.eltax.jp/

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

ほたるがね　家の中にも　はいったよ　土佐市立高岡第一小学校 6年生 上野 維晃



　

１
月
５
日
（
土
）、
あ
じ

さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
36

名
の
新
成
人
が
出
席
し
、
西

村
町
長
、
川
井
県
議
、
金
岡

町
議
会
議
長
な
ど
多
く
の

方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
、
土

佐
町
成
人
式
が
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
は
、
西
村
町
長

よ
り
、「
希
望
と
若
さ
に
あ

ふ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ど

う
か
、
み
な
さ
ん
の
大
き
な

志
、
柔
軟
な
視
点
で
郷
土
を

想
い
、
幅
広
い
世
界
観
を

も
っ
て
、
新
し
い
社
会
の
創

造
に
立
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ている人たちに感謝をしな
がら勉学に励み、素敵な管
理栄養士になりたいです。

どんなときも決して周りの
せいにせず、自分の言動に
責任の持てる大人になりま
す。仕事をして親孝行ので
きるように頑張ります。

多少の問題児ということで
家族に心配をかけてきた私
も春から看護師です。いつ
も味方でいてくれた家族に
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は社会的にも責任ある
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北村みちるさん

20歳になるにあたって、一人の社
会人としての自覚と責任をもち、自
分の夢を叶えられるように努力し
ていきたい。
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赤とんぼ　金の棚田で　運動会　土佐町中学校　2年生　上田　英里奈
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かんかんと　日輪出でし　朝濁り　大豊町中学校 2年生　畠山　弾



地震の起こるしくみ ●キーワード●
「繰り返し　必ず発生」

●キーワード●
「連動型で巨大化も」

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

夕暮れに　栗飯作る　母がいる　大豊町中学校　2年生　秋山　美穂

南海地震は必ず起こる
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過去の南海地震 ●キーワード●
「連動型で巨大化も」

参考図書：「日本被害地地震総覧」宇佐見龍夫著　東京東京大学出版会

トラフト博士

イラスト（じしんまん・トラフト博士）　 やなせたかし

「南海地震に備えちょき」より

青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

蝉鳴きて　ふとふり返る　夏木立　大豊町中学校 3年生 原　達也

○c
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青木幹勇記念第2回全国子ども俳句大会　入選

お正月　祖父母の家に　笑い声　吹田市立豊津西中学校　3年生　田中　麻美子

みんなで考えよう ともに支え合う
地域をめざして

　嶺北4町村では、地元の関係機関や団体と一緒になって、障がいがある人もない人も、自分らしく暮らす

ことのできる地域づくりのため『れいほく地区障害者自立支援協議会』を設置し、活動をおこなっていま

す。

　この大会は、その一環として、障がい者への理解をより一層深め、相互の交流と地域への働きかけを目的

として開催されています。

　平成25年度は、本山町で開催される予定です。

　平成 24年 12月 5日 (水 )、大豊町総合ふれあいセンターにて

『第10回れいほく地区あったかハートふれあい大会』が開催され、

土佐町も参加しました。

　手作り商品の展示・販売、おいしいカレーライス、コーヒー、

パン、ポップコーン、クッキーなどが出店され、堀内佳さんの講

演会を聴いてきました。

やまびこ倶楽部(障害者デイケア)で
作った作品を展示しました。

素晴らしい歌声!!
生い立ちから両親の話を

織り込んでの講演。感激しました。
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第8回 （平成23年度）土佐町読書推進作品展  俳句・川柳の部　最優秀

本の中　自分の未来　すきとおる　土佐町小学校　5年生　川田 眞子

高知県歯科医師会

　在宅歯科連携室では日頃、高齢や障害などの理由で歯科診療所に通院できない方々がいつまでも口から食

べ続けられるよう、在宅で歯科診療が受けられるように、相談窓口を開設しています。

在宅歯科連携室
（088-875-8020）をご存知ですか？
ご自宅や施設での在宅訪問歯科診療を行います。

健康保険が利用できます。※電話での相談は無料です。

1 快適で、より満足感が得られる食生活

2 誤嚥性肺炎の予防

3 感染症 (インフルエンザ等 )の予防等

歯と口の健康づくりの目指す効果 こんなことでお悩みではありませんか?
このような

ことがあれば、お気軽

にご相談ください。

高知県歯科医師会　在宅歯科連携室 〒780-0850 高知市丸ノ内1丁目7番45号 総合安心センター
TEL.088-875-8020  FAX.088-872-8011

□歯肉が腫れる　□歯石がついている　□口臭がある

□むし歯がある　□痛む歯がある　□入れ歯が合わない

□歯が抜けたまま　□入れ歯を作りたい　□むせる、食べこぼしがある

申込から診療までの流れ

1.まずは、在宅歯科連携室(088-875-8020)に

2.電話でご相談の内容についてうかがいます。

受付時間 :月～金 9時～17時

(※祝祭日、年末年始 (12月 29日～1月3日 )をのぞく )

3.歯科治療依頼票をお送りします。

依頼票をダウンロードすることもできます。

高知県歯科医師会ホームページ http://www.kochi8020.com/

4.歯科治療依頼票に必要事項を記入後、在宅歯科連携室宛にご返送ください。

5.在宅歯科連携室からお電話します。

　歯科医師もしくは歯科衛生士から申し込みの患者様へ、依頼内容や訪問の日時など、打ち合わせのお電話

をさせていただきます。

6.在宅訪問歯科診療

　ご依頼の方やご家族の意向、ご都合をお聞き

して治療計画を立てます。治療計画に沿って、

治療や口腔ケアを始めます。

7.在宅歯科訪問診療終了後

　健康な生活の保持・増進のために、定期的な検

診で誤嚥性肺炎や歯周病の予防をお勧めします。
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第8回 （平成23年度）土佐町読書推進作品展  俳句・川柳の部　優秀

歯科講習(ブラッシング指導)を
行いました。

ほんをよむ　おやこでえがお　たのしいね　土佐町小学校　1年生　上田 結仁

土佐町小中学校で

　11月 30日から 12月 18日までの間、土佐町小中学校の全学年で、終学活の時間などを活用し歯みがき

指導を行いました。

講師は在宅歯科衛生士の川村和子さんで、虫歯や歯周病について話を聞いたあと、実際に歯ブラシの使い

方など歯磨きの仕方について実践を通して学びました。

　土佐町小中学校では給食の後、歯磨きを実施している児童生徒は、学年が上がるにつれて少なくなり、中

学生になると、給食後の歯みがき習慣がある者はおらず、時々実施している者もわずか、5名でした。虫歯

や歯周病の予防のために日頃のケアがとても大切です。今回の講習で学んだ歯のブラッシング方法などを実

践しながら、お口の健康を守りましょう

～疑いを抱えたら迷わずご相談ください～

あなたの気づきが子どもを守ります。

　土佐町要保護児童対策地域協議会では子どもの悲劇を未然に防ぐため、各関係機関
と連携して情報を共有し、児童虐待防止などに取り組んでいます。
子どもの人権を守っていくためには、できるだけ早く虐待に気づき、対応につなげて
いくことが必要です。
　児童虐待は特別な家庭の問題ではありません。どこの家庭でも起こりうる問題です。
あなたの周りで虐待を受けたと思われる子どもを発見した場合や、近隣の家庭の様子
がおかしいと思ったときは、教育委員会（電話 82－0480）までご連絡（相談）ください。
相談者の氏名などは固く守秘します。（児童福祉法第２５条の５）

地域全体で子どもを見守っていきましょう。

ブラッシングのポイント
○全体になんとなく磨くのではなく、磨く順番を決めて、確実に

　磨いていく。

○毛先が開いた歯ブラシでは、歯磨きの効果が激減するので早

　めに交換する。

○歯ブラシに力を入れすぎず、大きく動かすのではなく、小刻み

　に振動させるように磨く。

○できれば、毎食後に歯磨きをすることが理想であるが、それが難しい場合は最低でも

　朝食後と就寝前の二回は時間をかけて磨く。
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